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12月”日迄に納めて下さい

’’

44

篭

二

毎
年
才
末
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
物
心
両
面
か
ら
の
多
大

の
援
護
を
受
け
、
恵
ま
れ
な
い

不
幸
な
方
女
に
明
日
へ
の
希
望

と
当
き
る
喜
び
を
与
え
て
下
さ

っ
た
、
あ
た
た
か
い
愛
情
に
心

か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
全
国
的
に
昨
年
同
様

才
末
た
す
け
あ
い
運
動
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
。

才
末
助
け
合
い
運
動
は
、
才

末
に
あ
た
り
、
地
域
の
人
為
の

血
の
通
っ
た
温
か
い
心
を
結
集

し
て
、
日
頃
恵
ま
れ
な
い
人
々

を
慰
め
励
ま
し
合
い
、
明
る
い

年
越
が
出
来
る
よ
う
、
地
域
ぐ

る
み
で
、
物
心
両
面
よ
り
援
護

を
し
よ
う
と
す
る
運
動
で
あ
り

｜ 正・副議長
惠｜ 常任委員など決る
ま？

愛創､…【｣……亘“
（初市議会開かれる）

のい による初議会は12月2日午前10時から全員出

菫#↑蕊難溌職藻：
，に↓雌蕊蕊霧警行幅…水ゞ

◇議席はクジで1番鈴木藤雄議員から30番●

鈴木道雄議員まで決り、四つの常任委員会を

構成、 2， 3面のように決り、午後4時閉会し
ました｡
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叩

才
末
助
け
合
い
運
動

ま
し
て
、
本
市
で
も
そ
の
運
動

の
期
間
を
十
二
月
一
日
よ
り
十

五
日
ま
で
定
め
、
組
内
世
話
人

連
絡
員
の
方
衣
が
募
金
を
お
願

い
に
参
上
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
の
当
市
の
期
待
額
は

二
五
万
円
で
す
。

垂完

轡

』
列
叩
、
、
，
ｂ
け
ｎ
ｍ
八
戸

ー

十
二
月
に
は
外
出
す
る
機
会

”
が
多
く
な
り
、
ま
た
、
忘
年
会

賑
な
ど
で
帰
宅
す
る
時
間
の
お
そ

”
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
、
特

川
別
警
戒
は
行
な
わ
れ
る
が
、
次

岬
の
防
犯
心
得
六
カ
条
に
各
人
が

》
留
意
し
た
い
も
の
で
す
。

岬
一
、
押
し
売
り
Ⅱ
Ｉ
う
っ
か
り

川
同
情
は
禁
物
、
居
直
り
強
盗

“
に
な
り
か
ね
な
い
か
ら
一
人

“
で
る
す
番
し
て
い
て
も
、
大

”
勢
い
る
よ
う
に
ふ
る
ま
う
。

琶
一
、
し
の
び
込
み
Ⅱ
Ⅱ
外
出
の

雨
際
は
、
金
銭
や
貴
重
品
は
力

咄
ギ
の
か
か
る
と
こ
ろ
に
分
散

”
し
て
お
く
。

”
三
、
ゆ
す
り
Ⅱ
Ⅱ
強
引
な
寄
附

．
と
か
。
無
理
に
正
月
飾
り
を

“
し
て
金
銭
を
強
要
す
る
よ
う

岬
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
警
察
へ

魂
四
、
か
っ
ぱ
ら
い
Ⅱ
Ⅱ
酔
っ
て

華
道
ば
た
や
駅
に
寝
て
い
る
と

》
介
抱
す
る
と
ぷ
せ
か
け
て
力

・
バ
ン
や
さ
い
ふ
を
盗
む
も
の

・
が
い
る
、
大
事
な
も
の
を
持

稚
ち
歩
か
な
い
こ
と
。

一
五
、
ス
リ
ー
Ⅱ
デ
パ
ー
ト
や
駅

一
金
融
機
関
の
近
く
に
は
、
集

》
団
や
暴
力
の
ス
リ
が
必
ず
い

る
も
の
と
仮
定
し
て
ポ
ン
ヤ

リ
歩
か
な
い
こ
と
。

皇
〈
、
詐
偽
Ⅱ
Ⅱ
つ
り
銭
詐
偽
や

一
に
せ
店
員
、
に
せ
集
金
人
が

￥
横
行
す
る
か
ら
必
ず
念
を
入

・
れ
る
こ
と
。

一
才
末
用
心
一

一
六
ケ
条
）

１

’
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議 長
錘

、
’
１

守

ふ

み

駒

暇

ｒ

３

０

銅

Ｉ

ロ

、

１

、

よ
し
だ
ひ
で
き
ち

吉
田
秀
吉

大
字
高
戸
二
○
五
明
治
四

十
一
年
二
月
二
十
五
日
無

所
属
会
社
社
長
市
議
四

期
議
席
十
三
番

舞弘

職
口経済常任委員会……･市の農林畜産業、
観光事業など産業の発展振興策を審議します。

口建設常任委員会…･･･市の道路、港湾、
よう、都市計画などの建設事業を審議します

文教厚生常任委員会

副 正

三社昭大大驚 市日正大中嘉 番館年有大鴬

期謡圭久《 三共年秋議本九字 業百W和”
鴬団輔保“ 期産十山島： 市一党二二 議日の田だ
三体月一 議 月 、 三 二

番役九 、 席団二岡 期爵○知t員日一 九体十二

市日二清享 員日 鴬属藍之：議本 ゞ 番 大豊： 五旅三
蕊燃篭職蕊騨蕊鐡溌辮蓑…『:。 識濟謬癖毒溌雛挿灘蛎辮域罐溌溌溌蕊蕊識裁撫蕊蕊蝋懸溌

熱

商工

橋り

総務常任委員会

蕊
""i¥職《;i寒§騒鐸W" ﾘﾘr§'鰐 ;］

副 正

こ

ま

つ

ま

さ

は

る

謡

調
峠獄・鶴蕊
謀

小
松
正
治
舞
鴬
鰯
簿
↑
蕊
↑灘

春
日
町
二
の
二
九
大
正
元

恥
謹

年
十
月
十
九
日
無
所
属

物
鈷
販
売
業
市
議
四
期

議
席
二
十
三
番

識
鱗
灘 ふ

い
し
や
す
た
ろ
う

石
安
太
郎

一
十

春
日
町
二
の
二
五
大
正
七
一
州
峰
〕

年
十
一
月
三
十
日
無
所
屋
画

酒
類
販
売
業
市
議
二
期

議
席
十
四
番

と
よ
だ
承
も
ん

豊
田
武
門

大
字
横
川
一
九
七
明
治
三

十
九
年
十
一
月
二
十
二
日

無
所
属
農
業
市
議
四
期

議
席
六
番

鋼謹鯛鑑謹翠溌戦瀧稲

識 串

１

と
、
Ｊ
恩
Ｆ
１
鞭
，

…

お
だ
ぎ
し
ろ
う

小
田
木
四
郎
／
…
：
：
…
：
：
…
：
：
…
…
…
、

大
字
安
良
川
十
八
明
治
四
《
Ⅱ
紹
介
の
例
Ⅱ
．

十
三
年
六
月
十
三
日
無
所
一
名
前
の
上
の
正
は
常
任
委
融

属
会
社
社
長
市
議
初
期
一
員
長
副
は
副
委
員
長
”

議
席
十
一
番
唖
住
所
生
年
月
日
所
属
》

》
政
党
職
業
市
会
議
員
唖

伊
藤
誇
一
芋
鐵
獅
締
蝿
碓
諏
榊
蔀
号
の
順
》

大
字
安
良
川
二
六
八
明
治
唖
で
す

三
十
四
年
五
月
一
日
無
所
、
．
；
：
…
・
…
…
…
・
…
…
：
…
／

い
と
う
へ
い
に
な
ん

伊
藤
平
二
男

大
字
安
良
川
二
六
八
明
治

三
十
四
年
五
月
一
日
無
所

う
え
だ
《
嘆
う
じ
ゆ

上
田
祐
寿

（
助
重
を
改
め
）

東
本
町
一
の
三
大
正
元
年

十
月
三
日
無
所
属
会
社

社
長
市
議
三
期
議
席
十

番 末
末
み

か
を
る

大
部
薫

大
字
中
戸
川
一
、
八
七
八

明
治
四
十
四
年
六
月
二
十
二

日
無
所
属
農
業
市
議

二
期
議
席
二
十
番

属
酒
類
小
売
兼
農
業
市

議
初
期
議
席
十
七
番

わ
た
蔵
べ
で
ん

渡
辺
伝

春
日
町
二
の
七
九
明
治
二

十
八
年
五
月
三
日
無
所
属

薬
剤
師
市
議
四
期
議
席

十
八
番

ご
ち
よ
う

五
町
て
る

春
日
町
二
の
五
大
正
七
年

四
月
二
十
日
無
所
属
割

烹
市
議
初
期
議
席
十
六

番

4幕 誼ﾆﾆ篭

蕊子冒 蓋
強

壼

た
じ
ま
け
ん
じ

田
島
研
治

大
字
安
良
川
二
六
七
（
・
ハ

ル
プ
オ
ニ
ア
・
〈
－
卜
十
五

号
）
大
正
十
四
年
十
一
月

二
十
三
日
公
明
政
治
連
盟

会
社
員
市
議
初
期
議

席
十
九
番

ほ
つ
承
ま
さ
つ
ぐ

穂
積
政
次

大
字
上
手
綱
二
、
二
七
七

大
正
十
年
十
二
月
十
二
日

無
所
属
製
材
業
市
議

三
期
議
席
二
十
九
番

"f'!

蕊撫
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|’ 副議長

彩『
ず
ｏ
・
凸
。
。
・
ｅ
Ｄ
０
■
‐
日
，
訳

十
ず
き
み
ち
お

鈴
木
道
雄

大
字
安
良
川
六
六
八
明
治

三
十
一
年
六
月
二
十
日
無

所
属
高
萩
協
同
病
院
事
務

長
市
議
四
期
議
席
三
十

番

総務常任委員会･･…･市の総合的な政策、予
算、決算、他の委員会に属さない事項を審議します。

文教厚生常任委員会･ ･…･学校教育や社会教育、
文化事業、市民の保健、衛生問題を審議します。

経済常任委員会

■＃縛鍾蕊雛鱗
！

□
□

建設常任委員会
壷

瀬 灘
凱均･…

灘鱗
岡f¥

唖

瀦

鋼

輌

識

剥

顎

識

灘蕊
ｈ
粋
哉
晦

副 正副

わ
た
な
Ｙ
と
う
じ
榊
灘

大
字
安
良
川
九
鰊
幟
治
砕

正
渡
辺

二
十
四
年
十
二
月
二
十
日
鍵

無
所
属
無
職
市
議
四
期
識縦識

議
席
七
番
蕊

卿

と
よ
だ
か
つ
糸
蕊

豊
田
克
美
鋳》
『
Ⅱ
脚
Ⅱ
Ⅱ

》

蝿

大
字
上
君
田
八
五
二
明
治
蕊
》封
認

三
十
三
年
三
月
十
三
日
無

一
一

所
属
農
業
市
議
二
期
識

議
席
二
十
八
番

》
一
Ⅱ

や
し
ろ
り
ょ
う
君
う

矢
代
良
三

大
字
安
良
川
七
四
七
明
治

三
十
二
年
一
月
三
日
無
所

属
農
業
市
議
四
期
議

席
十
二
番

す
ず
き
ふ
じ
を

鈴
木
藤
雄

大
和
町
二
の
一
四
明
治
三

Ｔ
四
年
一
月
二
日
無
所
属

会
社
社
長
市
議
四
期
議

席
一
番

液
べ
ひ
饒
議
鐸
鍛
雑
識
》

ま

真
鍋

大
字
上
手
綱
二
、
七
八
八
》
》
鐸
罐
率
無
坤
澤

耀
鋤
輻
鞭
壬
》蝋

た
ど
こ
ろ
ゆ
き
お

田
所
幸
男

春
日
町
二
の
一
三
大
正
七

年
八
月
十
二
日
無
所
属

書
籍
商
市
議
二
期
議
席

二
番

鍵 鉤｡
舞士
･年商

潔【

…

蕊侭

す
ず
き
よ
し
ゆ
き

鈴
木
好
之

大
字
島
名
一
、
一
四
九
大

正
三
年
五
月
二
十
三
日
無
所

属
農
業
市
議
四
期
議
席

四
番

か
わ
ま
つ
基
つ
ひ
こ

川
松
光
彦

本
町
一
の
八
六
明
治
四
十

一
年
二
月
五
日
無
所
属

建
設
業
会
社
社
長
市
議

四
期
議
席
二
十
一
番

お
お
ぷ
し
げ
た
か

大
部
重
高

大
字
秋
山
二
、
○
三
三
明

治
三
十
五
年
一
月
九
日
無

所
属
農
業
市
議
四
期

議
席
二
十
四
番

あ
ぺ
せ
い
じ
ゆ

阿
部
正
寿

大
字
上
手
綱
二
、
八
○
二

明
治
四
十
一
年
一
月
十
五
日

無
所
属
会
社
重
役
市
議

初
期
議
席
十
五
番

さ
く
や
ま
い
わ
お

作
山
巌

大
字
下
手
綱
六
七
六
明
治

二
十
六
年
三
月
八
日
無
所

属
農
業
市
議
二
期
議

席
八
番

色
子
Ｊ

１
睦
揖
斜
、
と
１
Ｌ

野
田
家
利

有
明
町
一
の
三
○
大
正
六

年
一
月
二
十
九
日
無
所
属

会
社
員
市
議
初
期
議
席

二
十
五
番

市
議
選
挙
投
票
メ
モ

▼
当
日
の
有
権
者

男
九
、
三
○
七

女
九
、
九
一
七

計
一
九
、
二
二
四

▼
投
票
総
数

男
八
、
四
五
六

女
九
、
一
一
四

計
一
七
、
五
七
○

▼
投
票
率

九
一
、
四
％

幹犀3

ふ
じ
い
難
の
る

藤
井
実

有
明
町
二
の
六
六
明
治

四
十
一
年
十
二
月
十
八
日

無
所
属
国
鉄
職
員
高
萩

配
給
所
主
任
市
議
二
期

議
席
二
十
六
番 議

す
や
き
あ
さ
き

鈴
木
朝
記

大
字
横
川
九
八
九
明
治

三
十
四
年
四
月
二
日
無

所
属
農
業
市
議
初
期

議
席
二
十
七
番蕊
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昭
和
三
十
八
年
十
月
一
日
よ

り
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
等
の
一
部
が
改
正
に
な

り
軍
人
、
軍
属
、
準
軍
属
（
徴

用
工
、
満
鉄
転
員
等
）
で
戦

死
、
叉
は
戦
病
死
、
戦
時
災
害

に
よ
り
死
亡
し
た
遺
族
で
末
だ

に
弔
慰
金
、
遺
族
給
与
金
、
遺

族
年
金
、
公
務
扶
助
料
等
を
受

給
し
て
い
な
い
遺
族
又
は
、
請

求
産
し
た
が
却
下
さ
れ
た
遺
族

等
は
、
今
回
の
法
律
改
正
に
よ

り
相
当
数
該
当
す
る
こ
と
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
死
亡
当
時
の

状
況
、
遺
族
の
状
況
等
を
ご
説

明
い
た
だ
き
該
当
者
に
は
直
に

請
求
手
続
を
い
た
し
ま
す
の
で

印
鑑
並
に
死
亡
当
時
の
参
考
資

料
等
を
持
参
の
上
、
市
福
祉
事

務
所
社
会
係
へ
ご
出
頭
下
さ
る

よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
改
正
さ
れ
た
主
な
る
事
項

１
、
遺
族
要
件
の
緩
和

準
軍
属
の
遺
族
に
対
す
る
遺

恒
例
に
よ
り
昭
和
三
十
九
年

新
春
の
名
刺
交
換
会
を
次
の
よ

う
な
要
項
に
よ
り
行
な
い
ま
す

の
で
皆
様
の
多
数
参
加
を
希
望

し
て
お
り
ま
す
。

記

一
、
日
時
昭
和
三
十
九
年

融
蠅
球
鋤
淵
等
一
部
が
改
正

名
刺
交
換
会
の
お
知
ら
せ

｜

’

一
月
一
日
午
前
十
時

一
、
場
所
市
役
所
大
会
議
室

一
、
会
費
三
百
円

発
起
人
高
萩
市
長
安
村
篤

市
議
会
議
長
吉
田
秀
吉

な
お
参
加
申
込
は
十
二
月
二

十
五
日
ま
で
に
市
役
所
秘
書
企

画
課
ま
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

族
給
与
金
の
支
給
条
件
が
軍

人
軍
属
と
同
様
に
六
十
才
以

上
で
あ
る
こ
と
。
不
具
廃
疾

で
あ
っ
て
生
活
資
料
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
叉
は

配
偶
者
が
な
く
か
つ
そ
の
者

を
扶
養
す
る
こ
と
が
で
き
る

直
系
血
族
が
な
い
こ
と
に
該

当
す
れ
ば
遺
族
給
与
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

２
、
遺
族
給
与
金
の
年
金
化

嵯
軍
属
の
遺
族
に
支
給
す
る

遺
族
給
与
金
は
五
年
間
に
限

り
支
給
さ
れ
る
有
期
の
年
金

と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
制

限
を
徹
廃
し
、
無
期
の
年
金

と
し
た
も
の
。

３
、
戦
時
災
害
要
件
の
徹
廃

従
来
戦
争
参
加
者
及
び
特
別

未
帰
還
者
以
外
の
準
軍
属
の

障
害
ま
た
は
、
死
亡
が
遺
族

給
与
金
ま
た
は
弔
慰
金
の
支

属
事
由
と
な
る
た
め
に
は
、

昭
和
二
十
年
九
月
二
日
前
に

生
じ
た
負
傷
ま
た
は
疾
病
に

原
因
し
て
い
る
場
合
は
、

「
業
務
上
で
あ
り
、
か
つ
、

｜

’

成
人
式
に
つ
い
て

一
月
十
五
日
は
成
人
の
日
で

す
。
こ
の
日
は
新
ら
た
に
成
人

に
な
ら
れ
た
人
の
た
め
に
、
成

人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め
る
と

共
に
、
社
会
人
と
し
て
の
晴
れ

の
門
出
を
祝
福
激
励
す
る
意
義

深
い
国
民
の
祝
日
で
あ
り
ま
す

当
市
に
お
い
て
は
市
主
催
に

よ
り
一
月
十
五
日
（
水
）
高
萩

高
校
体
育
舘
に
於
て
成
人
式
を

挙
行
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
受
付
の
午
前
九
時
か

ら
十
一
時
の
開
式
ま
で
の
問
成

人
者
を
祝
福
し
て
高
萩
中
学
校

プ
ラ
ス
？
ハ
ン
ド
、
高
萩
市
民
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
（
団
長
田
村
実
）

の
演
奏
が
催
さ
れ
ま
す
の
で
早

目
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

戦
時
災
害
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
き

に
限
る
」
と
の
要

件
が
付
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
戦
時
災
害
の
要
件
を

撤
廃
し
、
軍
人
軍
属
の
場
合
と

同
様
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す

４
、
軍
属
の
範
囲
の
拡
大

イ
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社

の
職
員
。

ロ
、
樺
太
、
千
島
に
お
い
て
緊

成
人
と
な
ら
れ
る

ふ
な
さ
ん
へ

成
人
式
典
’
一
月
十
五
日
高
校
体
育
館

↑
又
当
日
成
人
該
当
者
で
、
成

人
と
し
て
の
意
見
や
体
験
発
表

を
行
い
た
い
方
は
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
へ
申
込
ん
で
下
さ

い
。
成
人
該
当
者
に
対
し
て
は
十

二
月
末
頃
ま
で
に
案
内
状
が
届

く
筈
で
す
が
、
調
査
も
れ
も
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
教
育
委

員
会
へ
御
照
会
願
い
ま
す
。
な

お
高
萩
市
に
住
民
登
録
し
て
い

な
く
と
も
、
帰
省
そ
の
他
で
高

萩
市
の
成
人
式
に
参
加
御
希
望

の
方
は
遠
慮
な
く
御
出
席
下
さ

い
。
本
年
の
該
当
者
は
昭
和
十
八

年
一
月
十
六
日
か
ら
昭
和
十
九

年
一
月
十
五
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人
で
す
。
市
民
の
皆
様
に
は

各
戸
に
日
の
丸
を
掲
揚
し
て
成

人
の
日
を
祝
福
し
て
下
さ
い
。

急
の
軍
土
建
事
業
に
従
事
し

て
い
た
北
方
勤
労
挺
身
隊
の

隊
員
。

〈
、
防
空
、
洋
上
監
視
等
の
軍

事
任
務
に
従
事
中
の
特
殊
漁

船
の
船
員
。

二
、
そ
の
他
も
と
の
陸
軍
叉
は

海
軍
の
指
揮
監
督
の
も
と
に

満
州
、
中
華
民
国
に
於
い
て

情
報
業
務
に
従
事
中
の
者
国

策
会
社
の
職
員
等
が
軍
属
と

し
て
認
め
ら
れ
た
。I

年
賀
は
が
き
は

早
目
に
お
し
出
下
さ
い
側

年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
は
、
す
と
き
は
「
高
萩
市
内
」
と

例
年
の
と
お
り
十
二
月
十
五
日
「
そ
の
他
」
に
分
け
て
そ
れ

か
ら
、
受
付
を
開
始
い
た
し
ま
ぞ
れ
十
文
字
に
結
ん
で
お
出

す
が
、
年
末
首
の
郵
便
業
務
を
し
下
さ
い
・

円
洲
に
運
行
す
る
た
め
、
次
の
◎
あ
て
名
（
差
出
人
も
同
じ
）

よ
う
な
点
に
充
分
ご
協
力
下
さ
完
全
に
お
書
き
下
さ
い
。

い
。
二
、
小
包
郵
便
は
皿
月
晦
日
ご

一
、
年
賀
郵
便
は
お
早
く
お
出
ろ
ま
で
に
お
出
し
下
さ
い
と

し
下
さ
い
。
く
に
遠
方
へ
お
出
し
の
方
は

。
お
そ
く
と
も
皿
月
塑
日
ご
ろ
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

ま
で
に
お
出
し
に
な
ら
な
い
◎
荷
札
は
忘
れ
ず
に
お
つ
け
下

と
元
旦
に
配
達
さ
れ
な
い
場
さ
い
。

合
も
あ
り
ま
す
。
◎
現
金
を
送
る
と
き
は
、
必
ず

◎
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
以

現
金
書
留
郵
便
と
し
て
お
出

し
下
さ
い
。
も
し
現
金
書
留

外
の
年
賀
状
を
差
出
す
と
き

で
な
い
郵
便
物
に
現
金
を
い

は
必
ず
あ
て
名
の
余
白
に

れ
て
あ
る
と
そ
の
郵
便
物
は

「
年
賀
」
と
一
通
づ
つ
赤
色

規
定
違
反
の
郵
便
物
と
し
て

で
お
書
き
下
さ
い
。
差
出
人
に
返
送
さ
れ
ま
す
か

◎
年
賀
郵
便
を
ま
と
め
て
差
出
ら
特
に
ご
注
意
下
さ
い
。

こんな便利な納め方もある

国民年金保険料の前納制度

保険料の前納は時間と手数がはぶけ将来の

備えがでぎ、そのうえ年五分五厘の複利で

割引きもあります。前納する方は早めに市

役所国民年金係に申し込んで下さい。

前納についてのくわしいことは年金係に

ご相談下さい。

例@10年未満の年単位で前納すると

年令 ]年' 3年 ‘年' '0年
:;:;|'淵
72(） 2．69(）

9.00018.000

7｡910li．970
1．09(l 4．030

０
０
０
３
６
３

３
３

34才毎月納額 1．200

以誼納したとき 1.170
下割引引される額 30

35才毎月納額 1．80(）
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1
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－378－


